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回便秘が続く

便秘の原因の コつに大暢がんがあります。進行 した

大腸がんの場合 大 腸が狭くなるため排便がスムーズ

に行えなくなるためです。もちろん、便秘には他に様々

な要因があります。ll齢による腸の動きの低下 運 動

不足、織維質や水分の摂取不足、精神的な影響 (スト

レスや不安など)な ど、多種多様な原因があります。

症状め`らは原因を特定するのは難 しいため、まずは検

査を行い大暢がんでないことを調べることが重要です。

日 下 痢 が 多 い

大腸がんになると便秘になる場合がありますが 下

痢のような症状が出ることもあります。大腸がんが進

行すると、大腸が狭くなるため便が滞り、少しずつ数

回に分けて便意をもよおすことがあります。この症状

を下痢と勘違いしてしまう場合があります。

B便 が細くなつた気がする

直腸からS状 結腸のあたりがItBくなると 排 泄され

る便が普段より細いと感じることがあります。また便

の水分望が多い、軟便傾向の際も使が細くなることが

あります。この場合、大腸がんや炎症によつて細くなつ

ていないか確認しておく必要があります。

回便に血がついている

血便の原因もいろいろと考えられますが 痔 と自己

判断される方が多いようです。実際、痔であるケース

が多いですが 直 腸がんや大腸がん ま たはポリープ

からの出血を痔と思い込まれてしまい 長 い期間放置

されてしまうこともあります。お尻から血が出るとい

うことは、何らかのアラームと考えてチエツクするこ

とをお勧めします。


